
■ 住所： 〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-7 

■ 教員： 横浜国立大学 大学院環境情報研究院 社会環境と情報研究部門 教授  長尾 智晴 

 電話＆Fax.：045-339-4131(直通)     電子メール：nagao@ynu.ac.jp 

 長尾教官室：総合研究棟 S棟 4階 S401室（長尾研秘書室 S402） 

■ 学生： 大学院生： 横浜国立大学 大学院環境情報学府 情報メディア環境学専攻 

 学部生 ： 横浜国立大学 理工学部 数物・電子情報系学科 情報工学 EP 

 長尾研学生室：総合研究棟 S棟 3階 S312室（知能情報システム研究室）他 

■ 長尾研究室 URL： http://nagao-lab.ynu.ac.jp/ 

■ YNU人工知能 研究拠点 URL： http://ai.ynu.ac.jp/ （研究拠点長：長尾教授） 

■ YNU感性脳情報科学 研究拠点 URL： http://kansei.ynu.ac.jp/ 

■ （株）マシンインテリジェンス URL： http://machine-intelligence.co.jp/ 

     （横浜国立大学発ベンチャー）    長尾教授： 取締役 CTO（最高技術責任者） 

 

■ 研究環境について 
学生は自分専用の作業ブースと任意の台数の GPU搭載計算機を

常時使用することができます．また共用計算機も複数種利用できま

す．研究室には各種画像入出力機器，150 インチのスクリーンと高

輝度ハイビジョンプロジェクタによる会議スペース，リラックスコーナ，

文献コーナなどが完備されており，世界トップレベルの恵まれた情

報系の研究環境の中で充実した研究生活を送ることができます． 

■ 日常の研究生活について 
研究グループごとのサブ輪講・研究室輪講・輪読が毎週１回ずつ

あります．各自の研究テーマは本人の希望に基づいて決まります．

意欲的で優秀な学生が集まっており，毎日，至るところで盛んな

議論が行われています．また，国内学会・国際会議などでの研究

発表を推奨しており，交通費・宿泊費は原則として全額，研究室

が負担しますから，学生は無料で学会に参加することができます． 

■ メンバー構成について 
長尾研究室は人気が高い研究室であり，意欲的で優秀な学生が

多数集まります．平成30年度秋学期は博士学生8名（含む社会

人学生），修士学生15名，学部学生7名，合計30名です．毎年

のように飛び級生（B3）が秋学期から所属します．新入生にとって

は，相談できる先輩学生が多いので助かります．また，先輩学生

も後輩に教えることで自分も学ぶことができます． 

■ 学生の出身学科 
ñ人と機械の知能òに関する研究分野は非常に広範囲であり，長尾研究室の学生の出身学部・学

科も多岐に渡っており，本学や他大学の情報系，電気・電子系，物理系，機械系，経済系などの

出身の学生から構成されています．社会人学生（博士）も多く，社会，会社やビジネスの話も聞く

ことができます．研究室のメンバーは非常に仲が良くコミュニケーションも良好です．右は過去の

研究室追いコンの際に下級生が卒業生が作った記念動画の表紙です．恒例行事の１つです． 

■ 進路・就職など 
人工知能は今，正に社会・産業から求められている技術であり，長尾研の修了生は「引く手あまた」です．就職の心配は

一切不要です．情報系，電気電子系，機械系，ソフトウェア系，サービス系，金融系，コンサル系，ベンチャー，大学教

員等から自由に選択することができます．就職先はWeb/IT系企業，野村総研，ソニー，東芝，キヤノン，日立，ホンダ，

NTT，東京三菱銀行などの超一流企業です．自分でベンチャーを起業した人や，大学教員になっている人も居ます． 

■ 共同研究・社会との関わり 
長尾研では“人と機械の知能”に関する難しい学問領域の研究をしていますが，『机上の空論』にならないよう常に産業

や社会との関わりを意識しています．一般企業，官公庁，他大学等との共同研究・産官学連携を常時行って研究成果を

産業や社会に還元することに努めています（企業との共同研究：累計120社以上，常時10社以上と共同研究中）． 

■ ベンチャー活動について 
長尾研ではビジネスマインドを持つ人材を育成しています． 長尾教授が大学発ベンチャー (株)マシンインテリジェンス

を起業して取締役 CTO（最高技術責任者）を務めており，興味があればこのベンチャーの仕事に参加することができ，

在学中に活きたビジネスマインドを養うことが出来ます．この経験は企業などに就職する際に大いに役立ちます． 

■ YNU 人工知能研究拠点 ・ YNU 感性脳情報科学研究拠点・ 
長尾教授は本学人工知能研究拠点の代表を務めています．本拠点には毎週のように企業等から技術相談の依頼が来

ています．また，昨年度まで長尾教授が拠点長を務めていた「感性脳情報科学」研究拠点では，感性情報処理に基づく

理系・文系の融合を目指しています．文科省COI STREAMなどの大型プロジェクトにも採択されています． 
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深層学習の次の世代の進化的機械学習の研究 
～“説明できる AI”の実現～ 

 

 

長尾研究室では機械学習を中心とした人と機械の知能に関わる広範囲で学際的な研究を行っていま

す．深層学習（ディープラーニング）には①処理がブラックボックスになり説明できない，②学習データが大

量に必要である，③未知データに対する処理が保証できない，などの問題点があります．これに対して当

研究室では，以前から研究している最適化法の進化計算法を解決手段とする次世代の AI である進化的

機械学習の研究を中心に研究を進めています．進化計算は単なる高速化の手法ではなく，実は“記述”の

学問領域です．あらゆる知能情報処理を記述する統一的な手法（知能情報処理の統一場理論）を開発す

ることが究極のAI を実現する近道です．ぜひ当研究室へ入学して，世界最先端の知能情報処理の理論

と応用と産業応用について思い切り研究して下さい．研究環境・メンバーのモチベーションも最高です． 

 

 

■ 研究分野 

長尾研究室では右図に示す （人工知能）ה

꜡Ⱳ♥▫◒☻などに関する広範囲な研究分野

について世界最高水準の研究を行っています． 

 ̧ 画像・音声情報処理：各種画像処理・認識，知的・

進化的画像処理，自動作曲，音声変換など． 

 ̧ 視覚情報処理：人間の視覚と同様の特性と機能を

もったコンピュータビジョンの開発など． 

 ̧ 分散人工知能：自律（マルチ）エージェント，機械学

習，強化学習，協調と競合，創発など． 

 ̧ 神経回路網・並列分散処理：深層学習，浸透学習，

進化型神経回路網，脳科学との接点など． 

 ̧ 進化計算法・最適化法：従来の進化計算法（遺伝的アルゴリズム(GA)など）を凌駕する世界最高の性能をもつ独自

の進化的最適化法（GMA, GIN, GRAPE，EDEN，SIFTERなど）の開発と，それらの工学・産業への応用など． 

 ̧ 金融工学・進化経済学：時系列金融データ・需要などの複雑データの解析と変動予測，人工株式市場の構築，経済

物理学的アプローチ，企業価値推定モデルの構築，行動ファイナンス理論の応用など． 

 ̧ ロボティクス・創発システム：自律ロボットの知能化，異常検知，ロボットカメラ，ドローン，自動車などあらゆる機械の

知能化．小型フレキシブル伸縮アクチュエータを用いた柔らかいペットロボットの開発など． 

 ̧ マンマシンインタフェース：人と機械の間の高度なインタフェースの実現，マルチメディア情報処理など． 

 ̧ 医工連携工学：医用画像処理，生体データマイニング，PET/MRI/CT/DWI画像処理，生活習慣病予防など． 

 ̧ 感性情報処理：感性の計測と解析，人の属性と振舞の検知，fMRI/EEGなどを考慮した情報処理など． 

 

■ 研究テーマの例 （これら以外にも多数の研究があります） 

1. 画像・音声情報処理： 

ü 進化的画像処理®1： 長尾教授が提唱する画像処理自動構築法．本技術を基

にして 2008年に ⱬfi♅ꜗכ（株）マシンインテリジェンスを起業しま

した．画像処理の事例を与えるだけで2D・3D画像処理，動画像処理，画

像認識を全自動で構築します．右図は特許技術である進化的条件判断ネ

ットワーク EDENによって画像を分類するネットワークを自動生成した

例です．入力画像の個別の特徴量の大きさだけで分岐し，異常／正常を分

類します．判定経路が見た目に分かり易いのが特長です． 

ü 監視カメラ映像処理： 個人識別，性別・年齢判定，Saliency・不審者/物・異常の早期検知など． 

ü 自動作曲： 作曲することができない人でも好みに合った曲を自動生成する方式について研究しています． 

2. 視覚情報処理： 

ü 色恒常性・カテゴリカル色知覚モデル： 画像中の色を“基本11 色（赤,青,緑,黄,紫,橙,桃,茶,黒,白,灰）”に分割す

る視知覚機構をモデル化することで，人と同様な色知覚を機械に行なわせます． 

ü 視点移動と Saliencyのモデル化： 人が画像を見たときの注視点をモデル化して異常検知などに応用します． 

3. 分散人工知能： 

ü 自律エージェント制御： 自律エージェント(ロボット)が人と同様に

学習した環境とは異なる未知環境でも柔軟に行動できるように

する枠組みを研究しています．右図は清掃ロボットの例です． 

ü マルチエージェントの協調行動の学習： 以前から群ロボット，サ

ッカーエージェントなどの協調動作の学習について研究してい

ます．人工株式市場についても研究しています．右図はマルチ

エージェントによるバケツリレー行動の創出例です． 

4. 神経回路網・並列分散処理： 

ü 浸透学習法： 学習時のみ利用可能な情報(Aux）を，学習時

と運用時の両方で利用可能な情報(Main）に浸透させる画期

的なニューラルネットワークモデルです（特許出願済）．応用

範囲は，マルチモーダル認識や時系列予測など非常に広く，

現在，大手企業も巻き込んで大々的に研究中です． 

5. 進化計算法・最適化法： 

ü 最強の進化計算法の研究： 全ての工学技術の根幹はñ最適化òです．現在，最も強力と言われている進化計算法

の分野で，GMA，GIN，GRAPE，EDENなど，より強力な進化計算法を次々に開発しています．さらに探索空間

に応じて探索方法を変えることで，柔軟性の高い探索を行う一般化進化計算法についても研究中です． 

6. 金融工学・進化経済学： 

ü 金融時系列データの変動予測： 複雑系としての市場解析がテーマです．企業間の関係に対するデータマイニン

グ，年利率40%以上の投資戦略の開発，新聞情報などの情報を利用した株価変動予測，心理要因を考慮した人

工株式市場の構築など色々なテーマがあります．最近では海事業界のAI化も共同研究を通して実現中です． 

7. ロボティクス・創発システム： 

ü 各種自律ロボットの知能化： 小型から中型までのあらゆる移動ロボット，自律ロボット，生産機械，自動車などの

ñ知能化òを扱っています．Segway®を使った３次元環境認識，物体のピッキング（掴んで取り上げること）を行うロボ

ットハンドの最適化なども行なっています．これらの研究は企業等との共同研究を通して行う場合が多いです． 

8. マンマシンインタフェース： 

ü 人の動作・身振り認識，情景中の文字認識： 人と機械のコミュニケーションを容易にするため，距離カメラを使った

人の動作認識など，近未来のインタフェースについて研究しています．さらに遠赤外線センサによるプライバシー

を考慮した動作判定・見守りなど，社会に貢献できる研究を行っています． 

9. 医工連携工学： 

ü 多数の医工連携研究： CT・MRI・PETなどの医用画像を適切に処理・認識する方式の開発，カプセル内視鏡画

像の認識など多数の医工連携研究を他大学医学部や企業との共同研究を通して進めています．平成 28年度は

神奈川県立がんセンターとの共同研究で3DCTによる4DCTの推定，CT画像の超解像処理などを行いました．  

10. 感性情報処理： 

ü 人間の感性・属性・行動の計測と解析： 各種センサから

の入力を元にして人の感性を計測してモデル化し，工

学的に応用する研究をしています．文科省 COI 

STREAM プロジェクト（H25～H33 年度）に採択さ

れ，学外の企業や大学と様々な感性情報処理とその応用についてコラボレーションしています．単に表

情認識を行うだけでなく，複数人の感性・感情・精神状態の把握などを生理学研究所の専門家とともに

研究しています．また，みなとみらい地区での人の属性・振舞認識のプロジェクトも進めています． 

長尾智晴 教授 

長尾研にはこれら以外にも多数の（200以上?! ）のオリジナリティ溢れる研究テーマがあります． 
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1 “進化的画像処理”は横浜国立大学の登録商標です． 

EDEN 

全探索ロボットの行動制御   バケツリレー行動の創発 

水をかける

水を渡す

水を渡す

浸透学習法における基本回路の構造例 


